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［令和２年度会員数］ 6,807名（R2.6 .16現在）保健師 207名 ／ 助産師 308名 ／ 看護師 6,179名 ／ 准看護師 113名

前会長・新会長 あいさつ  ...............................................................１
令和２年度 秋田県看護協会 通常総会  .............................................３
令和２年度 役員・委員会名簿  .........................................................４
令和２年度 理事・監事紹介  .................................................................５
前理事 あいさつ  ...............................................................................................７
I L♡VEペット・Let's Cooking  ........................................８
看護の日・看護週間の活動報告、
新型コロナウイルス感染症拡大防止事業  ..................９
秋田県ナースセンターニュース ........................................................10
事務局からのお知らせ、Nursing Nowキャンペーン 11



看護あきた／令和２年度１号1

令和２年度　秋田県看護協会通常総会で、６年間の会長職を終え、新会
長にバトンタッチいたしました。これまでご支援・ご協力を賜りまし

た関係各位に心より感謝申し上げます。
今年は、フローレンス・ナイチンゲール生誕200周年の記念すべき年でも
あり、日本看護協会では、看護職が持つ可能性を最大限に発揮し、看護職が
健康課題に積極的に取り組み、人々の健康の向上に貢献するために行動する
世界的なキャンペーン「Nursing now」を展開しています。
しかしながら、新型コロナウイルス感染症が環境を大きく変え、通常総会
や、全国で予定されていた様々なキャンペーン事業は自粛や縮小を余儀なく
されています。当協会でも、去る５月16日に予定していた「看護の日」フェ
アは、感染拡大防止の観点から中止となりました。その際、私は講演の機会
を得て、『ナイチンゲールを越えて「これからの看護のかたち」』と題してお
話をさせていただくことになっていました。このテーマは令和２年１月に決
めたもので、もちろん、この感染症が話題になっている時期ではありません
でした。
当初のタイトルは、ナイチンゲールに学ぶとしていましたが、200年前の
看護に学ぶだけではなく、越えるくらいの気概を示したいと思い、看護職に
とっては恐れ多いことでしたがタイトルを変更いたしました。
それは、病院完結型医療から地域完結型医療への移行が加速する中で、私
たちは、これまでの看護に基盤を置きながらも固執することなく、速やかに、
地域医療の中での看護のかたちを求めて、専門職として主体的に考え実行し
なくてはならないという危機感を持っていたからです。
くしくも、新型コロナウイルスの対応では、これまでの、手を取り寄り添
う看護から、AIやコンピューターを駆使しつつも、心の通う看護のかたち
が求められています。日本看護協会のステートメントに示されているように、
「問われているのは、看護職ひとりひとりが考え、行動すること。もっと自
由に。もっと強く。」です。
当協会では、皆さまの自己研鑽を支援し、働きやすい職場環境を整えるべ
く、重点事項に基づいた膨大な事業を展開しています。この事業は、各地区
支部長や協会員の皆さまの力強いご協力なくしては成しえません。これまで、
お力添えいただいた皆さまに重ねて感謝申し上げますとともに、秋田県看護
協会の益々の発展を祈念しご挨拶といたします。

公益社団法人 秋田県看護協会
前会長　髙　島　幹　子

看護職ひとりひとりが考え、行動すること
　　　　　　　　　　　（日本看護協会ステートメントより）

前 あ長 い会 さ つ
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この度、令和２年度秋田県看護協会総会において髙島幹子前会長の後を引
き継ぎ、会長に就任致しました白川秀子でございます。就任に際して、一

言ご挨拶申し上げます。
新型コロナウイルス感染症が世界中で猛威を振るい、国内の感染者も急激な
勢いで増加しました。全国に緊急事態宣言が出され今まで当たり前と思っていた
生活が一変しました。秋田県看護協会総会も今年度は感染予防を第一に考え、
規模を縮小して開催されました。県内の医療機関にも大きな影響が及び、昼夜を
問わず最前線で予防や診療に従事し、地域医療を支えてくださっている看護職、
医療関係者の皆様に心から敬意を表します。
日本看護協会では、団塊の世代が75歳以上となる2025年に向けた「看護の将
来ビジョン～いのち、暮らし、尊厳を守り支える看護～」を2015年６月に公表し
ました。諸先輩たちが方向性を示し実践されてきた活動のおかげで、地域包括
ケアシステムの構築は確実に向上しています。秋田は少子高齢化先進県です。「医
療」と「生活の質」の両立、必要な時に必要なサービスを切れ目なく提供するた
めには、看護職が専門性を発揮し、それぞれの立ち位置に応じた役割を果たさ
なければならないと認識しています。医師不足が深刻な本県においては、あらゆ
る場で看護職へ寄せられる期待が大きいことは明白です。2025年も目前となり後
半の５年、ビジョン実現に向け継続して取り組んでまいりたいと存じます。具体
的には、看護職の育成や就業環境を整える支援が重要と考えております。専門職
としての基盤である基礎教育はもちろん、特定の領域において高い専門性を持
つ専門看護師・認定看護師・特定行為研修を修了した看護師等の育成や少子高
齢化進行に伴い労働人口が減少する中、看護職の確保も重要です。看護職がそ
れぞれの立場において誇りとやりがいをもっていきいきと働き続けられる環境整
備を支援し、看護職の離職防止と定着促進に寄与したいと考えます。
令和２年度秋田県看護協会の重点事項は、１．地域包括ケアにおける看護提
供体制の構築と推進　２．看護職の働き方改革への支援及び推進　３．質の高
い看護の提供・継続教育の推進　４．ナースセンター機能の強化　５．会員拡
大に向けた取り組みの強化、です。会員の皆様のご協力のもと、上記５項目を
効果的に推し進めてまいります。
私は、これまで大学病院の看護部長として看護師の能力開発・向上や働き続
けられる就業環境の整備等に、副病院長としては、患者さんの視点に立った医
療サービスのあり方や多職種協働・チーム医療の推進等に取り組んでまいりまし
た。今回の新型コロナウイルス感染症対策からは、いかなる時も迅速に対応で
きる組織力の重要性を認識しました。今後は、秋田県全体の医療に視野を広げ、
県民のニーズにお応えできる職能団体として貢献できるよう全力で務めてまいり
ます。ご支援、ご鞭撻賜りますようよろしくお願いいたします。

公益社団法人 秋田県看護協会
会長　白　川　秀　子

看護職が誇りとやりがいをもって働き、
県民のニーズに応える協会活動

新 あ長 い会 さ つ



髙島会長挨拶

採決の様子

川村監事 監査報告 質疑の様子

新役員の登壇

旧役員の登壇

通常総会
令和２年度 秋田県看護協会

９：55	 開場・オリエンテーション

10：00	 総会・開会宣言
物故会員への黙とう　５名
会長挨拶　髙島幹子

10：05	 議長団選出
成田　尚子氏、重川　美紀子氏
総会成立宣言
議事録署名人
大島　良子氏、石黒　博子氏
選挙管理委員及び選挙立会人
須藤　成子氏、宇佐美　正子氏、佐藤　光子氏、
齋藤　京子氏、守屋　陽子氏、沢木　みわ子氏、
辻　　宏子氏

10：15	 報告事項
１．令和元年度理事会・常務会報告
２．令和元年度日本看護協会理事会報告
３．令和元年度事業報告
４．令和２年度秋田県看護協会重点事項並びに事業計画
５．令和２年度収支予算

10：40	 議決事項
第１号議案　令和元年度決算（案）について
第２号議案　秋田県看護協会定款の一部改正（案）
第３号議案　秋田県看護協会定款細則の一部改正（案）
第４号議案　役員の報酬等の総額の上限（案）
第５号議案　名誉会員の承認について（案）
第６号議案　令和２年改選役員及び推薦委員の選出（案）
第７号議案　 令和３年日本看護協会代議員及び予備代議委

員の選出（案）について
第８号議案　次期会長候補の選出について

11：50	 議長団解任
新役員紹介　新役員挨拶
旧役員への謝辞　旧役員挨拶

12：00	 閉会

●開 催 日 時	 令和２年６月24日（水）10：00～12：00

●開 催 場 所	 秋田県総合保健センター２階　大会議室

●正会員総数	 6,772名

●定　足　数 3,386名（正会員の過半数）

●出　席　者	 ９時55分現在　正会員数　44名
 委任出席　5,860名　　合計　5,904名
 10時40分現在　正会員数　45名
 委任出席　5,860名　　合計　5,905名

看護あきた／令和２年度１号3
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●職能・常任委員会	 ★印：委員長

委員会名 委　員　名 職種 所 属 施 設 名

保 健 師
職 能
委 員 会

★鹿子沢真由美 保 秋田市役所
若松　香奈子 保 仙北市役所
池田　　栄子 保 由利地域振興局福祉環境部
加賀谷　純子 保 秋田県立衛生看護学院
田口　貴久子 保 男鹿市保健福祉センター
保坂　　房代 保 秋田県総務部人事課

助 産 師
職 能
委 員 会

★篠田　　玲子 助 マミーケア シノダ
檜森　　敏子 助 能代厚生医療センター
野呂　　幸恵 助 大館市立総合病院
石川　ひとみ 助 秋田大学医学部附属病院
堀井　　聡子　 助 秋田赤十字病院
齊藤　　清子 助 秋田県立衛生看護学院

看 護 師
職 能
委員会Ⅰ

★鈴木　　節子 看 在宅（秋田市）
吉田　　牧子 看 雄勝中央病院
佐藤　　典子 看 秋田厚生医療センター
澤田　　瑞木 看 由利本荘医師会病院
戸沢　　晴美 看 大曲厚生医療センター
髙橋　まゆみ 看 市立横手病院
野口　千代美 准 本荘第一病院

令和２年度　役 員 ・ 委 員 会 名 簿

●理事・監事
役　職　名 氏　　名 職種 施　設　名　等

理
　
　
　
事

会 長 白　川　秀　子 看 秋田県看護協会
副 会 長 佐　藤　道　子 保 在宅（由利本荘市）
副 会 長 戸　蒔　高　子 助 在宅（にかほ市）
常 務 理 事 吹　谷　由美子 看 秋田県看護協会
会 　 計 佐々木　澄　子 看 由利本荘医師会立由利本荘看護学校
教 　 育 大　塚　悦　子 看 秋田県看護協会
保 健 師 職 能 鹿子沢　真由美 保 秋田市役所
助 産 師 職 能 篠　田　玲　子 助 マミーケア　シノダ
看護師職能Ⅰ 鈴　木　節　子 看 在宅（秋田市）
看護師職能Ⅱ 豊　嶋　直　美 看 リンデンバウム　いずみ
鹿 角 地 区 阿　部　真理子 看 かづの厚生病院
大 館 地 区 金　田　真紀子 看 大館市立扇田病院
北 秋 田 地 区 五代儀　明　美 助 北秋田市民病院
能代・山本地区 日　沼　ゆかり 助 能代厚生医療センター
秋 田 臨 海 地 区 伊　藤　真紀子 看 秋田県立循環器・脳脊髄センター
由利本荘・にかほ地区 鶴　田　恵利子 看 由利組合総合病院
大仙・仙北地区 佐々木　富美子 看 大曲厚生医療センター
横 手 地 区 髙　𣘺　礼　子 看 市立横手病院
湯沢・雄勝地区 佐　藤　美奈子 看 雄勝中央病院
准 看 護 師 阿　蘇　真　澄 准 本荘第一病院
監　　　事 井　上　よしえ 看 在宅（秋田市）
監　　　事 加　藤　節　子 看 藤原記念病院
監　　　事 三　浦　昭　彦 株式会社秋田中央ビルディング

●推薦委員会	 ★印：委員長

氏　　名 職種 施　設　名
★佐　藤　孝　子 看 町立羽後病院

丹　　　真理子 看 能代厚生医療センター
吉　田　菜穂子 看 男鹿みなと市民病院
土　門　美紀子 看 本荘第一病院
阿　部　真須美 看 市立角館総合病院

●選挙管理委員会	 ★印：委員長

氏　　名 職種 施　設　名
★須　藤　成　子 看 由利組合総合病院

宇佐美　正　子 看 在宅（秋田市）
佐　藤　光　子 看 在宅（秋田市）
齋　藤　京　子 看 在宅（秋田市）
守　屋　陽　子 看 在宅（秋田市）

委員会名 委　員　名 職種 所 属 施 設 名

看 護 師
職 能
委員会Ⅱ

★豊嶋　　直美 看 リンデンバウムいずみ
辻　　　宏子 看 在宅（秋田市）
石野　　真理 看 老人保健施設 遊心苑
戸嶋　　咲枝 看 北秋田市民病院
菊地　富貴子 看 訪問看護ステーションあきた
安田　　智代 看 デイサービスセンターあいらんど

看護労働
環境改善
委 員 会

内藤　由美子 看 能代山本医師会病院
小柳　ルミ子 看 湖東厚生病院
鹿島　さおり 看 市立秋田総合病院
近江　　　薫 看 中通総合病院
猪股　由紀子 看 由利組合総合病院
加賀谷みどり 看 藤原記念病院

教育研修
委 員 会

　堀江　美智子 看 秋田県立リハビリテーション・精神医療センター
苗代沢　美紀 助 かづの厚生病院
三浦　　明美 看 秋田厚生医療センター
三浦　　洋子 看 秋田赤十字病院
高橋　　清美 看 大曲厚生医療センター
半田　明日香 看 湖東厚生病院
渋谷　　裕美 看 秋田県立循環器・脳脊髄センター
高橋　　芳枝 看 特別養護老人ホーム 真昼荘
田口　　知子 看 能代厚生医療センター
横濱　　幸子 看 大館市立総合病院
佐藤　　優子 看 地域医療機能推進機構秋田病院
立原　恵里子 看 秋田大学医学部附属病院
山本　　草苗 看 中通総合病院
木内　　友紀 看 由利組合総合病院
佐藤　はつみ 看 平鹿総合病院

広 報
委 員 会

★藤島　　一也 看 杉山病院　　　
三浦　美香子 看 能代厚生医療センター
佐々木亜希子 看 平鹿総合病院
加藤　　　新 看 市立角館総合病院
本戸　　正子 看 市立大森病院
一ノ関　郁也 看 外旭川病院
伊藤　英理子 看 男鹿みなと市民病院
後藤　　優子 看 秋田厚生医療センター
佐々木　祐子 看 市立秋田総合病院
中山　慎太郎 看 中通リハビリテーション病院

看護学会
委 員 会

★柴田　　　守 看 秋田しらかみ看護学院  
菊地　由紀子 看 秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻
備前　由紀子 看 市立秋田総合病院
村上　　裕子 看 中通総合病院
児玉　　悠希 看 日本赤十字秋田看護大学　　　
中村　　千絵 看 秋田市医師会立秋田看護学校
須藤　　貴子 看 秋田大学医学部附属病院
菅原　まゆみ 看 秋田赤十字病院

認定看護
管 理 者
教育運営
委 員 会

★小松　　順子 看 秋田大学医学部附属病院
保坂　るり子 看 中通総合病院
成田　　尚子 看 秋田県立循環器・脳脊髄センター
山岡　ふき子 看 秋田赤十字病院
田口　　牧子 看 秋田しらかみ看護学院
大塚　　悦子 看 秋田県看護協会
重川　美紀子 看 秋田県看護協会

災害看護
委 員 会

★成田　久美子 看 市立秋田総合病院
三浦　久留美 看 秋田県立リハビリテーション・精神医療センター
木嶋　しげ子 看 由利組合総合病院
熊谷　　洋子 看 秋田厚生医療センター　
東谷　　宏政 看 平鹿総合病院

医療・看護
安 全
委 員 会

　高橋　真理子 看 大曲厚生医療センター
小松　由美子 看 杉山病院
大塚　　和孝 看 秋田緑ヶ丘病院
長門　江利子 看 能代山本医師会病院
畠山　美嘉子 看 大館市立総合病院
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秋田県看護協会

白川　秀子

秋田県看護協会

吹谷由美子
在宅（にかほ市）

戸蒔　高子

在宅（秋田市）

鈴木　節子
由利本荘医師会立 由利本荘看護学校

佐々木澄子

会長に就任致し重責を感じております。諸先輩
が築かれた伝統を引き継ぎ、発展させ、新たな課
題にもしっかり対応していくよう務めてまいりま
す。会員や地域の皆様の期待に応えられる職能団
体として責務を果たせるよう努力いたします。

２期目を務めさせて頂きます。社会の変化の中
で、様々なフィールドで活動されている看護職や
医療関係他団体とも連携・協働し、社会に貢献す
る看護職として発展できるよう努めてまいりま
す。

副会長として２期目を務めさせていただきます。
新型コロナウイルス感染症対策の推進や少子超高

齢社会の進展の中で、看護職の役割は拡大し、あら
ゆる場での活躍が期待されています。これらの期待
に応えられるよう、看護職の皆様を支援する協会活
動に取り組んでまいります。よろしくお願いいたします。

今年度から、看護師職能はⅠとⅡに分かれ活動す
ることになり、看護師職能Ⅰ（病院領域）理事として
２期目を務めさせていただきます。地域包括ケアシ
ステムのさらなる推進に向けて、病院領域看護師が
多職種と連携し専門性を発揮し役割を果たしていく
ために、現場の課題に取り組んでいきたいと思いま
す。ご協力よろしくお願い致します。

この度、２期目の会計理事を務めさせていただ
くことになりました。
看護協会運営の重要な役割に責任の重さを感じ

ておりますが、前期よりさらに一生懸命努めてま
いりたいと思います。会員の皆様のご協力を宜し
くお願い致します。

会 　 長

常務理事副 会 長

看護師職能Ⅰ理事会計理事

理事・監事
紹介

令和２年度
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大曲厚生医療センター

佐々木富美子
由利組合総合病院

鶴田恵利子

雄勝中央病院

佐藤美奈子
市立横手病院

髙𣘺　礼子

藤原記念病院

加藤　節子
本荘第一病院

阿蘇　真澄

この度、大仙仙北地区支部長を拝命いたしまし
た。地区の看護職同士のつながりの大切さを感じ
ながら、看護を地域の多くの方々にアピールでき
る機会を作ってまいりたいと思っております。ご
教示、ご協力よろしくお願いいたします。

由利本荘・にかほ地区理事を務めさせていただ
くことになりました。看護の力をどのような形で
地域の皆様に貢献できるかを考え、会員の皆様の
ご協力をいただきながら尽力して参りたいと思い
ます。ご指導のほど、よろしくお願いいたします。

令和２年度、湯沢雄勝地区理事を務めさせてい
ただくことになりました。皆様のご指導、ご協力
をいただきながら、地域に貢献できるよう元気に
活動していきたいと思います。よろしくお願いい
たします。

今年度から、横手地区理事を務めさせていただ
くことになりました。看護協会との連携を図り、
地域の皆様へ貢献する活動ができるよう頑張りた
いと思います。

この度、監事を務めさせていただくことになり
ました。協会の運営にかかわる職務の重責に身の
ひきしまる思いです。一生懸命努めさせていただ
きます。よろしくお願いいたします。

理事という大役は初めてで不安と緊張がありま
すが、皆さんの代表として責任をもって役割を全
うしたいと思います。諸先輩のご指導の下、精一
杯努めていきます。どうぞよろしくお願い致しま
す。

大仙・仙北地区理事由利本荘・にかほ地区理事

湯沢・雄勝地区理事横手地区理事

監 　 事准看護師理事
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由利本荘医師会病院

畠山　光世

市立大森病院

遠藤まゆみ

市立角館総合病院

佐藤　幸子

雄勝中央病院

佐藤　友子

理事を２期にわたり４
年務めさせていただきま

した。未熟な点や、至らないことなど、多々あっ
たであろうと思いますが、協会員の皆様から温
かいサポートを受け、無事に役員の任期を満了
することができました。心より感謝申し上げま
す。今後もこの経験を活かし、さらなる看護の
発展を目指していきたいです。

地区支部活動を通し
て、市民との交流や看護

の啓蒙活動、専門性に基づく看護の質向上やい
きいきと働き続けられる職場環境づくりに貢献
できたのではないかと考えます。
２年間地区支部理事という役割を皆さんのご
協力のおかげで全うすることができました。
今後も看護協会の会員として地区支部活動に
参加していきたいと思います。

この２年間を振り返っ
て、協会創立70周年や、

ナイチンゲール生誕200年など記念すべき時期
に様々な活動ができたことも何かのご縁と感じ
ます。またコロナの余波で様々の事業中止延期
のなかバトンタッチすることも異例ですが、今
こそ看護の力を発揮していく時期と感じており
ます。皆様のご理解とご協力に感謝し、今後の
看護協会の発展を願っております。

秋田県看護協会の目的
を改めて確認し、自分の

立場を試行錯誤しながらの活動でした。よく理
解できていないまま会議や行事を企画いたしま
したので、その都度事務局や委員の方々に助け
ていただきました。また地域での会議、交流な
どを通して、看護師としての意見を発信する機
会もいただきとても貴重な２年となりました。

前	由利本荘・にかほ地区理事

前	横手地区理事

前	大仙・仙北地区理事

前	湯沢・雄勝地区理事

前理事あいさつ
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皆さんこんにちは。我が家の小春ちゃんを紹介します。
小春は3年前、我が家にやってきました。以前から秋田犬に惚れ込

み、飼いたいと思っていました。秋田犬のブリーダーに何度も足を運
び、念願の秋田犬を飼う事が出来ました。当時はヤンチャで、あちこち
咬みまくり、柱や玄関マットなどボロボロになりました。しかし、今では大変おりこうさんになり、私の
話すことを首をかしげながら聞いてくれます。また、帰宅するとシッポを振りまくり、大歓迎してくれ
ます。疲れた心を癒してくれる、かけがえのない存在になりました。そして、私が留守の時は、私の香り
がついたベッドを占領し、我が物顔で寝ています。
休日は、ほとんど何処に行くにも一緒です。これからも家族の一員として少しでも長く、小春ちゃん

と人生を共にしていきたいです。

●秋田県立リハビリテーション・精神医療センター 甲斐　孝太郎

「ポトフ」

由利組合総合病院
堀　由記子

I L♥VE
ペット

・ウインナーソーセージ 10本位
・キャベツ •••••••••••••••••••••••••••1/3個
・じゃがいも •••••••••••••••••••••••••３個
・にんじん ••••••••••••••••••••••••••••••２本
・玉ねぎ ••••••••••••••••••••••••••••••大１個

・水 •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 500cc
・コンソメ •••••••••••••••••••••大さじ１
・塩 ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••適量
・黒胡椒 ••••••••••••••••••••••••••••••••••適量

材　料 (４人分)

Let's 
Cooking

作り方
キャベツは５、６ｃｍ幅にカットします。じゃがい
もは皮をむいて半分にカットします。にんじんは皮
をむいて５ｃｍ幅にカットします。玉ねぎは芯をつ
けたまま６等分のくし型にカットします。

鍋に水、コンソメ、1のキャベツ、じゃがいも、にん
じん、玉ねぎを入れ煮たってから15分煮ます。

ソーセージを鍋に加え、さらに５分煮ます。

お好みで塩、黒胡椒で味を調えます。器へ盛り完
成です。あれば乾燥パセリを振りかけます。

1

2

3

4

寒い日には身体が温まる
フランスの料理です。野
菜を大きめにカットする
ので、時短になります。
粒マスタードをつけて食
べるのもおすすめです。

おすすめ
ポイント
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21世紀の高齢社会を支えていくためには、看護の心、助け合いの心を、私たち一人一人が分
かち合うことが必要です。こうした心を、老若男女を問わずだれもが育むきっかけとなるよう、
旧厚生省により、「看護の日」が1990年５月12日(フローレンス・ナイチンゲール生誕）制定さ
れました。また、５月12日を含む日曜日～土曜日が「看護週間」で、今年は10日～16日が看護
週間でした。

新型コロナウイルス感染症拡大防止事業について、令和２年５月20日第３回理事会にて下記の通り報告
いたしました。

秋田県看護協会は、秋田県からの緊急の提案を受け、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を目的と
する次の事業について、秋田県、秋田県医師会と連携・協働して展開しています。

また、県内の看護職員を対象に、新型コロナウイルスを巡る悪質な悪戯やいやがらせ、悩みなどの相談に
対応する専用の窓口を開設しました。

１．新型コロナウイルス感染症予防対策研修会
·テ ー マ　感染予防の基本とガウンテクニック ·開催日時　令和２年４月25日（土）午後２時～４時
·会　　場　秋田県保健センター２階講堂 ·主　　催　秋田県医師会
·協　　力　 ナースセンターを活用した受講要件を満たす在宅看護職員の確保
（受講要件）新型コロナウイルス感染症軽症者等宿泊療養施設や仮設診療所への就職を希望する在宅看護職員

 ２． 新型コロナウイルス感染症に関する秋田県帰国者・接触者相談窓口設置事業
·事業内容　 看護職員が応答する「あきた帰国者・接触者相談センター」の開設と運営
·受託期間　令和２年５月１日～９月30日 ·実施主体　秋田県医師会・秋田県看護協会

 ３． 新型コロナウイルス感染症患者の増加に備えた療養及び外来の医療提供体制の整備事業
·事業内容　① 新型コロナウイルス感染症軽症者等受入施設の整備、運営
　　　　　　② 帰国者・接触者外来診療所の設置、運営
·事業期間　開設から５カ月間
·協　　力　 ナースセンターを活用した看護スタッフの確保と運営に関する助言

 ４． 新型コロナウイルス感染症によるいじめ等ハラスメント相談窓口の設置
医療機関での院内感染事例の発生に伴い、医療従事者の子どもの登園や通学の拒否やタクシーの乗車拒否
など偏見や差別の報告や、感染者を受け入れている医療機関の看護師からの自らの感染や家族への感染への不
安等の訴えがあり、県内の看護職員を対象に嫌がらせなど様々な相談に対応するための専用の相談窓口を設置
しました。
·開設月日　令和２年４月10日　　·専用電話　018-832-1199（メール可：a-kango@oregano.ocn.ne.jp）

■「看護の日」普及啓発の広告
秋田県民一人ひとりに看護の心、ケアの心を広める
ため、秋田魁新報紙上において、普及啓発の広告特集
を掲載いたしました。

令和2年5月9日（土）付け
秋田さきがけ新報　
朝刊掲載

■ 「看護週間」看板の設置
「看護の日・看護週間」周知のため、秋田県庁本庁
舎正面に看板を令和２年４月20日（月）～５月18日（月）
まで設置いたしました。

堀井副知事（左側より２人目）と共に

新型コロナウイルス感染拡大防止に関する秋田県看護協会の事業報告

看護の日
とは

看護の日・看護週間の活動報告
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来所・電話・メールでの相談です。
·月～金　第２・４土曜日　９：00 ～ 16：00
·〒010-0001 秋田市中通2-3-8 アトリオンビル1F
·TEL：018-832-8810　·E-mail：akita@nurse-center.net

皆様のお近くに復職で悩んでいる方がいらっしゃいましたら、秋田県
ナースセンターをご紹介ください。

今年度開始早々、新型コロナウイルス感染関連の求人への対応に追われました。
帰国者・接触者相談センター、宿泊型療養施設が５月１日から開設されるにあたり、その求人に対して、

約２週間で29名を紹介しました。各医療圏に公営仮設診療所への開設準備も進んでおり、ナースセンターは、
「とどけるん」、「eナースセンター」に登録している看護職員の方々に周知し、復職支援につなげています。
県民の皆様が安心して生活できる地域づくりのために、私たちも頑張ります！

·看護職員再就業促進研修　　·准看護師通信制進学等支援研修
·ナースIKUカフェ　　　　　·ナースプラチナカフェ
現在研修会等の検討を行っています。日程、内容につきましては決定次第ホームぺージ等でお知らせいたします。

＊来所時の感染防止のお願い
    •体調不良時は来所での相談はご遠慮ください。
    •マスクの着用にご協力ください。
    •入室前に備え付けのアルコールで手指消毒をお願いしています。

ナースセンターは広小路側が入口です。

秋田県ナースセンターは、秋田県から委託を受けて、
看護職の人材確保を目指して、就労促進、復職支援等の事業を行っています。

ナースセンターの利用方法1

就
業
者
数

総就職数 常勤 非常勤 臨時

241 人 89 人 52 人 100 人

就
業
先

病院 45人 訪問看護ステーション 9人
診療所 29人 社会福祉施設他 72人

老健施設・特養 ８人 救護（イベント） 78人

ナースバンク事業（令和元年度の実績）4

※ ■■は曜日を変更し開催予定

ハローワーク 曜　日 時　間 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月

秋　田
第 2火曜日

9：00～12：00
14 11 8 13 10 8 12 9 9

第 4金曜日 31 28 25 30 27 25 29 26 26
本　荘 第 3水曜日 9：00～12：00 15 19 16 21 18 16 20 17 17
大　館 第 2木曜日 9：00～12：00 9 6 10 8 12 10 14 18 11
能　代 第 4火曜日 9：00～12：00 28 25 29 27 24 22 26 16 16
横　手 第 2木曜日 9：00～12：00 9 6 10 8 12 10 14 18 11
大　曲 第 3金曜日 9：00～11：30 17 21 18 16 20 18 15 19 19

看護のお仕事移動相談…県内６か所のハローワークで相談員が丁寧に相談に応じます。5

 ナースセンターの活動状況2

研修・交流会…看護職の復職のために支援をします。3

·看護師等の届出はこちら
2015年10月より「看護師等の届出制度」が始まりました。
https://todokerun.nurse-center.net/todokerun/

·求人・求職の登録はこちら
都道府県看護協会による無料職業紹介事業
https://www.nurse-center.net/nccs/

秋田県ナースセンターニュース

各種
届出・登録
サイトの
ご紹介
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■一般教育研修会等事業
新型コロナウイルス感染防止対策として、７月末まで

の一般教育研修会等の事業を中止としました。

８月以降の事業については、厚生労働省「新しい生活様式」を徹底した上で、開催いたします。
なお、今後の感染拡大の状況によっては、研修会および事業を延期または中止する場合があります。その際は、
当協会のホームページに掲載いたしますので、最新の情報をご確認ください。

事務局からのお知らせ

太陽が眩しく暑さを感じる季節になってきましたが、水分補給は十分に行い体調管理をしっかりとおこなってい
きたいものです。
去年より引き続き広報委員会を担当し、今年で２年目となりましたが今後も委員一同力を合わせて魅力ある「看
護あきた」を発行できるよう努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 （記：広報委員 一ノ関郁也）

編集
後記

■職能・常任委員会主催事業
·保健師職能集会（7/29） 延期
·看護師職能Ⅰ管理者集会（8/7）  中止
·看護師職能ⅠⅡ合同シンポジウム（8/30）  中止

このたび、４月27日
（月）に東洋羽毛様より
マスク2,000枚寄付のお
申し出があり、ご提供い
ただきました。協会の事
業等で大切に使わせてい
ただきます。

マスク寄贈のご紹介

秋田大学医学部保健
学科看護学専攻の湯川志
桜里さんが受賞されまし
た（令和２年３月24日）。
今後のご活躍を期待して
おります。

令和元年度　優秀学生賞

このたび、下記の通り寄付金を受領しました。協
会の事業等に役立てていただきたいという、お言葉
をいただきました。

寄付者ご芳名 寄付年月日 寄付内容
認定看護師・専門看護師
連絡会議交流会　様 令和 2年３月６日 35,691 円

戸高 三雄　様 令和２年５月31日 10,000 円

寄付者のご紹介

受　賞　者
2020年　春の叙勲　瑞宝単光章

藤　田　テツ子  氏
佐　藤　幸　美  氏

令和２年度　日本看護協会会長表彰

田　口　牧　子  氏

今回掲載された文章や写真、個人名・団体名については個人情報保護法の下、他の目的には一切使用いたしません。

[会　　場] にぎわい交流館AU
[内　　容] １．特別講演　その人の生きるを支える　エンド・オブ・ライフケア
 　　　　　　　東京女子医科大学 看護学部 教授　長江弘子 氏
 ２．口演発表
[定　　員] 300名→100名程度　　　[受講料] 会員 3,300円／非会員 5,500円／学生 1,100円
[申込方法] 申込書Ａに必要事項をご記入し、８月31日（月）17時までにお申込みください。
 ※事前申込のみ。定員に満たない場合は当日参加を受け付けます。

令和２年

11.10 [火]
10:00～

第47回 秋田県看護学会開催日時

Nursing Nowは、看護職への関心を深め、地位を向上することにより、
人々の健康の向上に貢献することを目的とした世界的なキャンペーンで
す。ナイチンゲール生誕200年となる2020年末まで展開しています。
また、公益社団法人日本看護協会は４月24日から、国民の皆さまに向け

て、新型コロナウイルス感染症に対応する看護職を支え、日本の医療を守
るため、ハッシュタグキャンペーンを実施しています。ハッシュタグ
「＃Nursing Now_いま私にできること」のTwitter投稿一覧は、日本看護
協会のホームページでご覧いただけます。

Nursing Nowキャンペーン


